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と

し
、

高
校

・
中

学
関

係
で

は
 

若
水
渉

外
部

を
廃

止
、

若
水

事
 

務
部
に

統
合

し
ま

し
た

。
 

 
人
事

で
は

、
鈴

木
達

夫
経

営
 

学
部
教

授
が

大
学

副
学

長
、

坪
 

井
常
世

工
学

部
教

授
が

大
学

学
 

生
支
援

本
部

長
、

佐
藤

重
明

氏
 

が
大
学

事
務

局
総

合
技

術
研

究
 

所
事
務

長
、

久
保

芳
孝

氏
が

高
 

校
副
校

長
兼

中
学

副
校

長
、

粥
 

川
桂
司

氏
が

高
校

教
頭

、
久

々
 

の
事
務

局
女

性
課

長
と

し
て

山
 

里
靜
子

さ
ん

が
事

務
局

シ
ス

テ
 

ム
管
理

部
シ

ス
テ

ム
管

理
課

長
 

に
そ
れ

ぞ
れ

就
任

し
ま

し
た

。
 

 
学
園

は
四

月
一

日
付

で
大

学
等

の
組

織
変

更
、

久
々

の
事

務
局

女
性

課
長

を
含

む
人

事
異

動
 

を
行
な

い
ま

し
た

。
ま

た
、

四
月

二
日

の
「

年
度

始
め

式
」

で
後

藤
淳

理
事

長
、

後
藤

泰
之

学
 

長
が
新

年
度

方
針

な
ど

明
ら

か
に

し
ま

し
た

。
学

園
の

「
篠

原
卯

吉
先

生
研

究
奨

励
助

成
金

交
 

付
」
と

、
大

学
の

「
平

成
二

十
三

年
度

学
長

賞
」

の
贈

呈
も

あ
り

ま
し

た
。

 

理
事

長
、

学
長

が
年

度
始

め
式

で
学

園
百

周
年

 

を
踏

ま
え

教
職

員
の

奮
起

、
意

識
の

共
有

力
説

 

 
組
織

変
更

で
は

、
大

学
事

務
 

局
に
高

大
連

携
推

進
室

、
国

際
 

交
流
室

を
新

設
、

工
学

系
事

務
 

室
、
情

報
科

学
系

事
務

室
は

工
 

学
部
事

務
室

、
情

報
科

学
部

事
 

務
室
に

改
称

、
経

営
学

系
事

務
 

セ
ン
タ

ー
は

経
営

学
部

事
務

室
 

に
改
称

、
そ

の
下

部
組

織
の

本
 

山
キ
ャ

ン
パ

ス
は

学
務

部
直

轄
 

年度始め式で「新しいも

のにチャレンジを」と呼

びかける後藤淳理事長 

年
度

始
め

式
で

理
事

長
、
学

長
、
新
年
度
へ
の
抱
負
表
明

 

 
四
月

二
日

に
八

草
キ

ャ
ン

パ
 

ス
（
豊

田
市

八
草

町
）

の
本

部
 

棟
等
で

新
規

採
用

者
を

含
む

各
 

辞
令
交

付
式

に
続

き
、

年
度

始
 

め
式
を

大
学

校
舎

内
で

行
い

ま
 

し
た
。

出
席

し
た

学
園

、
大

学
 

の
教
職

員
を

前
に

、
後

藤
淳

理
 

事
長
が

「
学

園
の

た
ど

っ
て

き
 

た
百
年

の
間

、
日

本
は

戦
争

あ
 

り
、
戦

後
の

混
乱

、
復

興
、

科
 

年度始め式で「大学の

将来計画を取りまとめ

たい」と述べる学長 

統
計
の

観
点

に
お

け
る

不
均

一
 

異
常
拡

散
: 

生
細
胞

の
細

胞
質

 

に
お
け

る
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

経
 

路
」
。

学
長

が
、

一
刀

講
師

に
 

助
成
金

交
付

書
を

手
渡

し
ま

し
 

た
。
 

 
【
写

真
は

、
交

付
書

を
手

に
 

す
る
一

刀
講

師
】

 

 
ま
た

、
大

学
も

同
席

で
中

川
 

覃
夫
経

営
学

部
教

授
、

阿
部

圭
 

一
情
報

科
学

部
客

員
教

授
、

佐
 

伯
平
二

エ
ク

ス
テ

ン
シ

ョ
ン

セ
 

ン
タ
ー

次
長

の
三

氏
に

研
究

、
 

学
生
指

導
等

で
大

学
の

発
展

に
 

寄
与
し

た
と

し
て

「
平

成
二

十
 

三
年
度

学
長

賞
」

を
贈

り
ま

し
 

た
。
後

藤
泰

之
学

長
が

、
阿

部
 

客
員
教

授
ら

三
氏

に
賞

状
と

記
 

念
品
を

贈
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

大
 

学
に
対

す
る

功
績

を
称

え
ま

し
 

た
。
 

一
刀

講
師

に
「
篠

原
卯

吉
先

生
研
究
奨
励
助
成
金

」
交
付
 

学
技
術

の
進

歩
等

と
激

動
の

時
 

代
で
し

た
。

そ
の

中
で

大
学

の
 

教
員
の
皆
さ

ん
に

は
、

新
し

い
 

も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
資
源

の
 

な
い
日

本
に

技
術

を
し

っ
か

り
 

と
創
っ

て
社
会
に
還
元

し
て
ほ
 

し
い
」

と
強
調
。

ま
た

、
後

藤
 

泰
之
学

長
は

「
学

園
百
周
年

に
 

当
た
り

、
大

学
を

学
園

中
核

設
 

置
校
と

し
て

教
育

、
研

究
の

一
 

層
の
充
実
に
努
め

た
い

。
八

年
 

前
の
学

長
就

任
に

際
し
皆
さ

ん
 

に
“
危
機
感

の
共
有
”

を
申

し
 

上
げ
た

が
、

ま
さ

に
今

、
そ

の
 

（
危
機

の
）
真
っ
只
中

に
い

ま
 

す
。
問
題
解
決
の
方
策

を
講
じ
 

大
学
の
将
来

計
画

を
取

り
ま

と
 

め
た
い

」
と
述
べ

ま
し

た
。

 

  

     
 

   

 
学
園

は
同

席
で

、
一

刀
祐

一
 

基
礎
教
育
セ

ン
タ

ー
自
然
科

学
 

教
室
講

師
に

「
篠
原
卯
吉
先

生
 

研
究
奨
励
助

成
金

」
を

交
付

し
 

ま
し
た

。
助

成
金

対
象

と
な

っ
 

た
一
刀

講
師

の
研

究
は

、
「
超
 

 【写真は、前列右から阿部客員

教授、学長、中川教授、佐伯エク

ステンションセンター次長】 

阿
部

客
員

教
授

ら
３

氏
に

「
平
成

 
年
度
学
長
賞
」
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四
月

一
 

日
付
の

人
 

事
異
動

で
 

愛
知
工
業
 

大
学
の

新
 

し
い
体
制
 

が
決
ま

り
 

ま
し
た

。
 

 
任
期
満
 

了
に
伴
う
 

後
藤
泰

之
 

学
長
の
再
 

任
（
三
期
 

目
）
に
加
 

え
て
今
回
 

の
異
動

で
 

は
、
小
嶋
 

憲
三
氏

に
 

代
わ
り

新
 

し
く
副

学
 

長
に
就

い
 

た
鈴
木

達
 

夫
経
営

学
 

部
教
授

の
 

ほ
か
、

学
生

支
援

本
部

長
に

坪
 

井
常
世

工
学

部
教

授
、

キ
ャ
リ
 

ア
セ
ン

タ
ー

長
に

渡
辺
修
工

学
 

部
教
授

、
入
試
セ

ン
タ

ー
長

に
 

服
部
洋
兒
経

営
学

部
教

授
、
図
 

書
館
長

に
吉
賀
憲

夫
基
礎
教
育
 

セ
ン
タ

ー
教

授
、

高
大

連
携

推
 

進
室
長

（
名
電
含

）
に
曽
我

部
 

博
之
工

学
部

教
授

、
教

学
セ

ン
 

タ
ー
副

セ
ン

タ
ー

長
に

高
木

淳
 

基
礎
教
育
セ

ン
タ

ー
教

授
が

そ
 

れ
ぞ
れ

就
任

し
ま

し
た

。
 

 
少
子
化
、

大
学
全
入

時
代

の
 

到
来
に
加
え

、
景
気
低
迷
な

ど
 

本
学
を
取
り
巻
く

情
況

は
依
然
 

と
し
て
厳
し

い
と

い
え

ま
す

。
 

新
幹
部

の
皆

さ
ん

に
本

年
度

の
 

舵
取
り

が
託

さ
れ

ま
す

。
 

 
【
写

真
は

、
上
右
か

ら
鈴
木

副
 

学
長
、

坪
井
学

生
支
援

本
部
長

、
 

渡
辺
キ

ャ
リ
ア

セ
ン
タ

ー
長
、

服
 

部
入
試

セ
ン
タ

ー
長
、

吉
賀
図

書
 

館
長
、

曽
我
部

高
大
連

携
推
進

室
 

長
、
高

木
教
学

セ
ン
タ

ー
副
セ

ン
 

タ
ー
長

】
 

学
長
再
任
含
む
大
学
新
体
制
決
ま
る

 
 

 
 
新
副
学
長
に
鈴
木
経
営
学
部
教
授
 

  後藤泰之学長を再任   

 

 

 学園は､3月末で任期満了の 

学長に後藤泰之現学長（54） 

を再任したと発表しました。 

３期目となる後藤泰之学長の 

任期は､4月1日から4年間。 

 学長は､昭和60年3月東海大 

学大学院工学研究科電気工学 

専攻博士後期課程を満了後、名古屋大工学部電 

気学科講師を経て平成5年4月本学工学部電気工 

学科助教授となり平成12年10月から同教授、平 

成16年4月学長に就任。再任にあたり「学園の 

中核をなす本学の教育、研究の一層の充実を図 

り、学園の更なる発展に寄与しなければならな 

いという重責を痛感しています。本学を取り巻 

く状況は厳しく、教職員一人ひとりが強い危機

感を持って一丸となり立ち向かう必要がありま 

す」とのコメントを発表しました。 

 【写真は、学長に再任された後藤泰之学長】   

 
愛
工

大
エ

ク
ス

テ
 

ン
シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 

は
学
園
創
立

百
周

年
 

記
念
と

し
て

長
年

、
 

蓄
積
し

て
き

た
本

学
 

の
ロ
ボ
ッ
ト

研
究

、
 

 

愛工大ロボットミュージアムオープン 

盛
況
だ
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
会
場
 

成
果
を
広
く
社
会

に
知

っ
て

も
 

ら
い
、

さ
ら

に
各
地
の

イ
ベ

ン
 

ト
に
も

出
向

き
、
社
会
貢
献

を
 

図
る
こ

と
を
目
的

に
八

草
キ

ャ
 

ン
パ
ス

の
同

セ
ン

タ
ー

（
 
号
 

館
）
内

に
開

設
し

ま
し

た
。

 

 
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は

三
月

二
 

十
四
日

、
オ

ー
プ

ン
を

記
念

し
 

て
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
や
 
号
館

内
 

の
み
ら

い
工
房
な

ど
会
場
に
ロ
 

ボ
ッ
ト

を
中
心
と

し
た

イ
ベ

ン
 

ト
を
開
催
。
古
橋

研
究

室
（
古
 

橋
秀
夫
電
気

学
科

教
授

）
の
鉄
 

人
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

は
じ

め
奥

川
 

研
究
室

（
奥

川
雅

之
機
械
学

科
 

准
教
授

）
、

中
野

研
究

室
（

中
 

野
寛
之
電
気

学
科
准
教

授
）

の
 

研
究
室

、
学

生
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
 

ー
ト
部

、
レ

ス
キ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
 

ェ
ク
ト

等
で

研
究

、
開

発
し

た
 

各
種
ロ
ボ
ッ
ト
の

展
示

、
実
演
 

の
ほ
か

、
本

学
客

員
教

授
で
か
 

ら
く
り

人
形

師
・
九
代
目
玉
屋
 

庄
兵
衛

さ
ん

に
よ

る
実
演
や

講
 

演
、
工
作
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
 

ど
が
行
な
わ

れ
ま

し
た

。
 

 
オ
ー
プ
ン

に
先
立
ち
開
会

式
 

が
ロ
ボ
ッ
ト
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム

で
 

開
か
れ

、
稲
恒
愼

二
副

学
長

と
 

増
岡
錦
也
瀬
戸
市

長
が
オ
ー
プ
 

ン
を
祝

っ
て
挨
拶

し
ま

し
た

。
 

ま
た
、
太
田
稔
彦

豊
田

市
長

も
 

駆
け
つ

け
、

後
藤

淳
理

事
長

の
 

案
内
で
会
場

を
見

学
。
ミ
ュ

ー
 

ジ
ア
ム

に
は

大
勢

の
親

子
連

れ
 

ら
が
詰

め
か

け
、

「
レ

ス
キ
ュ
 

ー
ク
ロ

ー
ラ

ー
」

の
操
縦
や

保
 

護
者
と
コ
ッ
プ
、

ス
ト
ロ
ー
な
 

ど
を
使

っ
た

「
が

っ
き
ロ
ボ

」
 

作
り
な

ど
を
楽
し
み
ま

し
た

。
 

親子連れの参加でにぎやかだった紙

コップなど材料にした「がっきロ

ボ」作りの会場（みらい工房で） 
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学 園 だ よ り 

 
同
式
典
は
小
ホ

ー
ル

で
厳
粛
 

に
行
わ

れ
、
太
田
稔
彦

・
豊

田
 

市
長
、
河
合

芳
弘

・
市
議
会
議
 

長
、
礒
村
義
安
・
愛
知
県
専
修
 

学
校
各
種
学

校
連

合
会

長
ら
来
 

賓
の
ほ
か
、

学
園

、
専
門
学

校
 

等
か
ら

後
藤

淳
理

事
長

、
後

藤
 

泰
之
愛

工
大

学
長

、
三
輪
博
美
 

学
園
事

務
局

長
ら

大
勢

の
関

係
 

者
が
出

席
。
最
初

に
入

学
式

が
 

行
な
わ

れ
、

井
研
治
校

長
が
六
 

十
人
の

新
入

生
を

前
に

「
本

校
 

は
創
立
以
来

、
新

技
術

の
教
育
 

に
専
念

。
新
入
生

の
皆

さ
ん

は
 

最
先
端

の
知
識
、

技
術

を
習
得
 

し
、
取
得
可
能
な

技
能
資
格

を
 

す
べ
て
取
る

と
い
う
目
標
を
持
 

っ
て
学
習
に
励
ん

で
ほ

し
い

」
 

と
式
辞

を
述
べ
ま

し
た

。
続

い
 

て
後
藤

淳
理

事
長

が
「

学
園
創
 

立
百
周

年
の

記
念

す
べ

き
年

に
 

本
校
の
創
立

二
十
周
年

記
念

式
 

典
、
入

学
式

を
挙

行
で

き
る
こ
 

と
は
大

き
な
喜
び

で
す

。
こ

の
 

百
年
は

日
本

に
と

り
戦

争
、

戦
 

後
の
混

乱
、

科
学

技
術

の
進

歩
 

 
学
園

は
三

月
二

十
七

日
、

学
 

園
の
発

展
に
多
大
な
功

績
の

あ
 

っ
た
林
憲
二

学
園
参
与

・
学

園
 

百
周
年

事
業
準
備

室
室

長
、

若
 

杉
和
彦

学
園

百
周

年
事
業
準
備
 

室
参
与

、
松
沢
勝
義
大

学
事

務
 

局
参
与

・
経

営
学

系
事

務
セ

ン
 

タ
ー
事

務
長

・
八

草
キ

ャ
ン

パ
 

ス
事
務

室
事

務
長

、
小

田
悠
祐
 

若
水
渉

外
部

副
部

長
の

四
人

に
 

「
理
事

長
賞

」
を

贈
り

、
長

年
 

の
功
労

を
称

え
ま

し
た

。
 

 
理
事

長
賞

は
「

学
園
『
理

事
 

長
賞
』

に
関

す
る

内
規

」
に
基
 

づ
き
、

各
部
署
か

ら
推
薦
さ

れ
 

た
教
職

員
の

中
か

ら
本

学
園

の
 

発
展
に
多
大

の
功

績
が

あ
っ

た
 

人
に
贈
呈
。

 

 
授
賞

式
は

本
部

棟
三
階
の

理
 

事
長
室

で
、

後
藤

淳
理

事
長

、
 

三
輪
博
美
事

務
局

長
、
稲
恒
愼
 

二
、
小
嶋
憲

三
両

副
学

長
、

川
 

出
善
晴
財
務

部
長

、
矢
野
敬
典
 

管
理
部

長
が

出
席

し
て

行
わ

れ
 

ま
し
た

。
後

藤
淳

理
事

長
が
林
 

学
園
参

与
ら
受
賞

者
一

人
ひ

と
 

り
に
賞

状
と

記
念

品
を

手
渡

し
 

「
ス
ポ

ー
ツ
な
ど

各
分
野
で

学
 

園
の
声
価
を

高
め

た
功

績
は

大
 

き
い
。

感
謝

し
て

い
ま

す
」

と
 

祝
辞
を
述
べ

ま
し

た
。

 

 
こ
れ

に
対

し
、
林
参

与
ら

各
 

受
賞
者
か
ら

「
身

に
余

る
光
栄
 

で
す
」

、
「
こ
こ

ま
で
勤
め

ら
 

れ
た
の

は
理

事
長
先
生

の
叱
咤
 

激
励
が

あ
っ

た
か

ら
で

す
」

と
 

お
礼
の
言
葉

が
あ

り
ま

し
た

。
 

と
激
動

の
時

代
で

し
た

が
、

学
 

園
は
そ

の
荒
波
を
乗
り
越
え

、
 

本
校
を

含
む

四
校

を
擁

す
る

工
 

科
系
総

合
学

園
と

し
て

成
長

を
 

続
け
て

い
ま

す
」

と
挨
拶
。

 

 
太
田

市
長

も
「
地
元
産
業
界
 

で
本
校

の
果

た
し

て
い

る
役
割
 

や
人
材
育
成

に
、

豊
田

市
も

大
 

き
な
期
待
を

寄
せ

て
い

ま
す

」
 

と
お
祝

い
の
言
葉

を
述
べ
ま

し
 

た
。
新
入
生

代
表

の
高
名
了
君
 

（
高
度

情
報
処
理

学
科

）
が

、
 

誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま

し
た

。
 

 

 
映
像

に
よ

る
「

二
十
周
年

の
 

歴
史
」

を
見

た
後

、
井

校
長

が
 

長
年
、

講
師

を
務

め
て

い
る
杉
 

村
彰
子
先
生

、
郷

司
有
紀
先

生
 

と
古
橋
秀
夫
愛
工

大
教

授
の

三
 

人
（
古
橋
教

授
は

講
義

の
た

め
 

欠
席
）

に
感
謝
状

を
贈
呈
し

た
 

後
、
全

員
で

学
園
歌
を
斉
唱

し
 

式
典
を
締
め
く
く

り
ま

し
た

。
 

 
式
典

に
続

き
、

記
念
祝
賀
会
 

が
隣
の
多
目
的
ホ

ー
ル

で
開
か
 

 
 

れ
、
出

席
者

が
創
立
二

十
周

年
 

を
祝
い

ま
し

た
。

 

 
創
立

二
十

周
年

を
迎

え
た

愛
工

大
情

報
電

子
専

門
学

校
（

Ａ
Ｃ

 

Ｅ
）
は

四
月

十
日

、
豊

田
市

の
豊

田
産

業
文

化
セ

ン
タ

ー
で

創
立

 

記
念
式

典
と

併
せ

て
平

成
二

十
四

年
度

入
学

式
を

行
い

、
創

立
記

 

念
と
新

入
生

を
祝

い
ま

し
た

。
 

愛
工

大
情

報
電

子
専

門
学

校
 

創
立

二
十

周
年

迎
え

て
式

典
 

ＡＣＥ入学式・創立記念式典で挨拶する後藤淳理事長 

お祝いの言葉を述べ

る太田豊田市長 

式辞を述べる井愛工大

情報電子専門学校校長 

ー
学
園

の
発
展
に
多
大
な
功
績
ー
 

後藤淳理事長（前列中央）と理事長受賞の林学園参与、松沢大学事務局参与、若

杉学園百周年事業準備室参与、小田若水渉外部副部長（前列左から） 

（3）平成24年8月1日 第147号 



平成24年8月1日（4） 

 

第147号 

学 園 だ よ り 

   学園は4月1日付で組織変更と人事異動を行いました。詳細は以下の通り    

  です。（敬称は略） 

 

◇人事関係 

   ◆組織変更（4月1日実施） 

＜事務組織変更＞ 

【大学事務局】 

   ①高大連携推進室を新設する。 

  ②国際交流室を新設する。 

  ③工学系事務室、情報科学系事務室は工学部事務室、情報科学部事務室に改称する。 

  ④経営学系事務センターは経営学部事務室に改称し、その下部組織の本山キャンパスは学務部直轄  

  とする。 

  【高校・中学】 

   ①若水渉外部は廃止（若水事務部に統合）する。 

   ◆人事異動（4月1日付、退職・兼務解除は3月31日付） 

    （カッコ内は前職、「・」は兼務、組織名称の変更者、及び敬称は省略） 

   ＜任命＞（継続・再任を除く） 

   （大学） 

      副学長        経営学部経営学科教授・大学院経営情報科学研究科長 鈴木 達夫  

      学生支援本部長                   工学部建築学科教授 坪井 常世  

      図書館長                     基礎教育センター教授 吉賀 憲夫  

      入試センター長                  経営学部経営学科教授 服部 洋兒  

      キャリアセンター長                 工学部機械学科教授 渡辺  修  

      高大連携推進室長                  工学部建築学科教授 曽我部博之  

      教学センター副センター長             基礎教育センター教授 高木  淳  

   （高校） 

      副校長・中学副校長                      大学学長 後藤 泰之  

      教頭（主事）                              粥川 桂司  

      主事（教頭）                              平田 俊之  

   （中学） 

      主事（教諭）                              渡辺  真  

   ＜新規採用＞ 

   （大学） 

      工学部電気学科教授                           森  竜雄  

      工学部機械学科教授                           佐藤 一雄  

     工学部建築学科教授                           安井 秀夫  

     経営学部経営学科教授                          坂本 孝司  

     情報科学部情報科学科教授                        森本 正志  

     基礎教育センター教授                          金田 行雄  

     基礎教育センター教授（客員教授）                    松本伊瑳子  

     工学部応用化学科准教授                         梶田 裕二  

     工学部機械学科講師                           松井 良介  

   （高校） 

      副校長・中学副校長                           久保 芳孝  

      教諭（常勤講師）                            北川 祐介  

      教諭・中学教諭（常勤講師）                       真田 浩二  

      教諭・中学教諭（常勤講師）                       冨田 耕平  

      教諭                                  田中 なみ  

      教諭                                  渡邉  績  

   （事務局） 

      システム管理部情報教育支援課事務職員                  福田 雄斗  

   （大学事務局） 

平成24年4月1日付の組織変更と人事異動 
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学 園 だ よ り 

      総合技術研究所事務長                          佐藤 重明         

      教学センター教務課事務職員                       髙柳  収  

   （専門学校） 

      事務部事務職員（嘱託職員)                         栗本 武司  

   （高校） 

      技術職員（嘱託技術職員）                        伊藤 大助  

   ＜新規委嘱＞ 

   （大学） 

      都市環境学科客員教授                          伊豆原浩二  

      都市環境学科客員教授（特任教授）                    長瀧 重義  

      総合技術研究所客員教授                         椿 淳一郎  

      大学院工学研究科連携客員教授                      福森 健三  

      地域防災研究センター客員准教授                     廣内 大助  

      エクステンションセンター客員講師                    西山 禎泰  

   （事務局） 

      システム管理部情報教育支援課有期契約職員                石川 仁美  

   （大学事務局） 

      入試センター嘱託職員                          宇田 克巳  

      入試センター嘱託職員                          清水 浩二  

      入試センター嘱託職員                          原田 省吾  

      学務部工学部事務室（機械学科）有期契約職員               宮川 新菜  

      総合技術研究所（耐震実験センター）任期付助手              嶋口 儀之 

   ＜定年再雇用＞ 

   （大学） 

      工学部電気学科特任教授（教授）                     小嶋 憲三  

      基礎教育センター特任教授（教授）                    小栗 友一  

   （事務局） 

      学園百周年事業準備室嘱託職員（事務局参与・事務局学園百周年事業準備室長） 

                                          林  憲二  

     学園百周年事業準備室嘱託職員（参与）                  若杉 和彦  

     総務部広報課嘱託職員（事務局総務部参事）                久保 康雄  

   （大学事務局） 

     入試センター嘱託職員（次長）                      市川 繁富  

     キャリアセンター嘱託職員（参事）                    美頭甲子雄  

     総合技術研究所事務室嘱託職員（事務長）                 原田  建  

   （中学） 

     若水事務部嘱託職員（若水渉外部副部長）                 小田 悠佑  

   ＜昇格＞（所属変更及び兼務、兼務解除を含む）  
   （大学）    

     工学部電気学科教授（准教授）                      雪田 和人  

     工学部電気学科教授（准教授）                      津田 紀生  

     工学部応用化学科教授（准教授）                     手嶋 紀雄  

      工学部都市環境学科教授（准教授）                    鈴木 森晶  

      基礎教育センター教授（准教授）                 チャールス ケリー  

      基礎教育センター教授（准教授）                     川端 元子  

      工学部都市環境学科准教授（講師）                    山本 義幸  

   （事務局） 

      総務部総務課長・広報課長（総務部総務課主査・広報課主査）        石川 裕之  

      システム管理部システム管理課長（主査）                 山里 靜子  

      総務部広報課主査（係長）                        中條 伸子  

      システム管理部情報教育支援課主査（係長）                森島 映子  

      システム管理部情報教育支援課係長（事務主任）              坂野 慎介  

      総務部総務課事務主任（事務職員）                    鬼頭  明  



第147号 平成24年8月1日（6） 

 

学 園 だ よ り 

   （大学事務局） 

      学務部経営学部事務長（次長級）・本山キャンパス事務長（キャリアセンター課長）     

                                          高島田孝之  

      入試センター入試広報課長（主査）                    横井 浩治  

      学務部工学部主幹（学務部工学系事務室（機械学科）主査）         林  葉子  

      教学センター教務課主幹（学務部情報科学系事務室主査）          小島 雅子  

      総合技術研究所事務室主幹（主査）                    阿部 節子  

      図書課主幹（主査）                           加藤 直美  

      教学センター教務課主査（係長）                     山田 真吾  

      キャリアセンター主査（係長）                      西  裕之  

      学務部庶務課事務主任・学園企画推進室員（事務職員・学園企画推進室員）  石原 弘士  

      学務部助成課事務主任（事務職員）                    浅井 保貴  

      入試センター入試広報課事務主任（事務職員）               小川真知子  

      学務部経営学部自由ヶ丘キャンパス事務室事務主任（学務部経営学系事務センター自由ヶ丘  

      キャンパス事務室事務職員）                       安藤亜希子  

   （高校） 

      若水事務部事務主任（事務職員）                     鈴木 大典  

   ＜所属変更＞（職名変更及び兼務、兼務解除を含む） 

   （大学） 

      基礎教育センター教授（経営学部経営学科教授）              小原 史朗  

      基礎教育センター教授（経営学部経営学科教授）              山田 岳志  

      工学部電気学科准教授（工学部機械学科准教授）              道木 加絵  

   （事務局） 

      百周年事業準備室係長（若水事務部係長）                 竹松  宏  

      財務部会計課有期契約職員（大学事務局教学センター教務課有期契約職員）  杉原真奈美  

   （大学事務局） 

      学務部基礎教育センター事務長（入試センター入試広報課長）        大元  司  

      学務部情報科学部事務長（学務部経営学系事務センター自由ヶ丘キャンパス事務長・本山キ  

      ャンパス事務長）                            宇田 秀樹  

      学務部本山キャンパス事務室主幹（教学センター課長）           佐藤 友泰  

      教学センター主幹（学務部基礎教育センター事務室課長）          水野 一平  

      学務部工学部事務室主査（総合技術研究所事務室（エコ電力研究センター）主査・学務部工  

      系事務室（電気学科）主査）                       重田百合子  

      国際交流室主査（教学センター教務課主査）                高井 一彦  

      学務部情報科学部事務室主査（学務部経営学系事務センター八草キャンパス事務室主査）   

                                          河野ひとみ  

      総合技術研究所事務室（エコ電力研究センター）係長・学務部工学部事務室（電気学科）係  

      長（工学系事務室係長）                         堀  道子  

      国際交流室事務主任（教学センター教務課事務主任）            鈴木 達宜  

      国際交流室有期契約職員（教学センター教務課有期契約職員）        内藤 昌恵  

   （高校） 

      若水事務部係長（若水渉外部係長）                    岩科 誠司  

   ＜兼務＞（兼務解除を含む） 

   （事務局） 

      事務局長・システム管理部長・大学事務局長（事務局長・大学事務局長）   三輪 博美  

      秘書室長・大学事務局高大連携推進室課長（事務局秘書室長）        山田 行政  

   （大学事務局） 

      学務部助成課長・庶務課長・国際交流室課長（学務部助成課長・庶務課長・情報科学系事務  

      系事務室事務長）                            井沢 清人  

      入試センター次長・高大連携推進室次長（入試センター次長）        西尾恭一郎  

   ＜兼務解除＞ 

   （組織変更により廃止された部署の兼務解除、任期付職務、本務と兼務の入替えによる兼務解除は  

   省略） 
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    （大学） 

      学長補佐の兼務を解く 経営学部経営学科教授・大学院経営情報科学研究科長 鈴木 達夫  

      学長補佐の兼務を解く     工学部応用化学科教授・大学院工学研究科長 酒井 忠雄  

      学長補佐の兼務を解く                工学部建築学科教授 坪井 常世  

      学長補佐の兼務を解く                工学部建築学科教授 曽我部博之  

      学長補佐の兼務を解く         工学部機械学科教授・国際交流室長 櫛田玄一郎  

      学生支援本部長の兼務を解く      工学部応用化学科教授・大学副学長 稲垣 愼二  

      キャリアセンター長の兼務を解く           工学部電気学科教授 村瀬  洋  

      入試センター長の兼務を解く             工学部建築学科教授 建部 謙治  

      教学センター副センター長の兼務を解く     情報科学部情報科学科教授 中村 栄治  

   （事務局） 

      総務部広報課長の兼務を解く    事務局次長・総務部長・大学事務局次長 後藤 尚之  

      総務部総務課長の兼務を解く                 総務部次長 岩井 貞二  

      学園企画推進室員の兼務を解く                財務部次長 伊藤  忍  

      システム管理部システム管理課長の兼務を解く     システム管理部次長 山本 久雄  

   ＜定年退職＞ 

   （大学） 

      ▽電気学科 小嶋憲三教授、久野和宏教授、新宮博康准教授▽建築学科 成瀬治興教授▽情   

      報科学科 小池慎一教授、椎野努教授▽基礎教育センター 梶川忠教授、小栗友一教授  

   （高校） 

      樋口悦也教諭、遠藤喜一郎教諭、若尾輝夫教諭、犬飼由彦教諭 

   （中学） 

      小田悠祐若水渉外部副部長 

   （事務局） 

      林憲二事務局参与、若杉和彦学園百周年事業準備室参与、各務謙三システム管理部長、久保  

      康雄総務部参事 

   （大学事務局） 

      松沢勝義事務局参与、市川繁富入試センター次長、美頭甲子雄キャリアセンター参事、原田  

      建総合技術研究所事務長 

   ＜任期満了＞ 

   （大学） 

      都市環境学科都市環境学科 長瀧重義特任教授 

   ＜委嘱終了＞  

   （大学） 

      機械学科 新垣勉客員教授▽応用化学科 富岡秀雄客員教授▽基礎教育センター 松本伊瑳  

      子客員教授▽総合技術研究所 熊沢英博客員教授▽電気学科 大角良子嘱託職員▽総合技術  

      研究所（耐震実験センター） 桶幸枝嘱託職員▽電気学科 須藤章夫嘱託技術職員▽機械学  

      科 多治見巌嘱託技術職員▽建築学科 永田昇建築学科嘱託職員▽庶務課 木村義人嘱託職  

      員▽入試センター 畦地耕司入試センター嘱託職員 

   （事務局） 

      管財課 酒井賢嘱託技術職員 

学 園 だ よ り 

      平成23年度退職者辞令交付式                          

 3月30日、八草キャンパスの本部棟内で学園､大学幹  

部らが出席して行われ､後藤淳理事長が21人(2人欠席)  

の退職者1人ひとりに、辞令と記念品を手渡し､「教職  

員一人ひとりにより､学園100年の各頁が刻まれてきま  

した。長い間ご苦労様でした」とねぎらいの言葉をか  

け各部署での長年の功労を称えました。  

 退職者を代表し小嶋憲三副学長が「個人的には学生  

時代も含むと50年以上愛工大にお世話になりました。  

100周年を機に大学､学園が世界に羽ばたき『学園、大  

学ここにあり』と目覚しい発展をされるよう願ってい  

ます」と謝辞を述べました。 

後藤淳理事長（前列左から5人目）、後藤泰之学長（同左

端）を囲んでの記念写真を撮る退職者ら 
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学 園 だ よ り 

  

第147号 

 学校法人名古屋電気学園の平成２３年度決算は５月３０日 

の理事会と評議員会において決定、承認されました。その概 

要は、以下の通りです。 

・「資金収支計算書（会計年度に行った諸活動に対応する全 

 ての収入と支出の内容と当該年度に係る支払資金の収入と 

 支出のてん末を明らかにしたもの）」の決算総額は、２７ 

 ６億５千万円、「施設関係支出」には、若水キャンパス内 

 に建設中の１００周年記念館(仮称)に係る建設仮勘定支出 

 が含まれています。 

・「消費収支計算書（会計年度の消費収入と消費支出の内容 

 と両者の均衡状態を明らかにし、経営状況を表すもの）」 

 における「帰属収入合計（授業料、入学検定料、補助金な 

 ど法人の負債とならない収入）」は、１１３億５千万円、 

 「基本金組入額合計（教育研究の充実のために取得した固 

 定資産の価格や将来の施設取得のための計画的な積立金な 

 ど）」を「帰属収入合計」から差し引いた「消費収入の部 

 合計」は、９９億円となりました。「消費支出の部」は、 

 １１３億７千万円であり、「当年度消費支出超過額（「消 

 費収入の部合計」から「消費支出の部合計」を減算した結 

 果）」は１４億７千万円、「前年度繰越消費支出超過額」 

 １８億７千万円と合算した後、「基本金取崩額（施設・設 

 備の処分に伴う所得額の減額）」６億４千万円を減算した

｢翌年度繰越消費支出超過額」は、２７億円となりました｡ 

・「貸借対照表（年度末における資産、負債、基本金及び消 

 費収支差額を把握し、財政状態を表すもの）」の「資産の 

 部合計」は６５０億円、「負債の部合計」は、７０億７千 

 万円となりました。 

 詳詳詳詳しくはしくはしくはしくは、、、、名古屋電気学園名古屋電気学園名古屋電気学園名古屋電気学園ホームページホームページホームページホームページのののの「「「「事業報告事業報告事業報告事業報告・・・・財財財財

務状況務状況務状況務状況【【【【名古屋電気学園名古屋電気学園名古屋電気学園名古屋電気学園－－－－学園学園学園学園のののの構成構成構成構成－－－－法人情報法人情報法人情報法人情報】」】」】」】」をごをごをごをご覧覧覧覧

くださいくださいくださいください。。。。    

【平成23年度決算の概要】 

 資金収支計算書（平成23年4月1日から 平成24年3月31日まで）                   （単位 千円) 

             収   入   の   部              支   出   の   部 

      科         目         決    算         科        目         決    算   

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 

手 数 料 収 入 

寄 付 金 収 入 

補 助 金 収 入 

資 産 運 用 収 入 

資 産 売 却 収 入 

事 業 収 入 

雑 収 入 

前 受 金 収 入 

そ の 他 の 収 入 

資 金 収 入 調 整 勘 定 

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 

       8,855,788 

         295,675 

         123,074 

       1,494,428 

          94,234 

         302,654 

          83,405 

         371,147 

       1,634,451 

       2,252,034 

  △   2,083,111 

      14,229,278 

人 件 費 支 出 

教 育 研 究 経 費 支 出 

管 理 経 費 支 出 

借 入 金 等 利 息 支 出 

借 入 金 等 返 済 支 出 

施 設 関 係 支 出 

設 備 関 係 支 出 

資 産 運 用 支 出 

そ の 他 の 支 出 

資 金 支 出 調 整 勘 定 

次 年 度 繰 越 支 払 資 金 

       6,415,225 

       2,337,895 

         656,761 

          20,363 

         340,642 

       1,812,754 

         443,856 

       1,850,000 

         410,124 

  △     569,443 

      13,934,880 

収 入 の 部 合 計       27,653,057 支 出 の 部 合 計       27,653,057 

 消費収支計算書（平成23年4月1日から 平成24年3月31日まで）                  （単位 千円) 

      消    費    収    入    の    部       消    費    支    出    の    部 

    科           目         決    算       科        目         決    算   

学 生 生 徒 等 納 付 金 

手 数 料 

寄 付 金 

補 助 金 

資 産 運 用 収 入 

資 産 売 却 差 額 

事 業 収 入 

       8,855,788 

         295,675 

         150,702 

       1,494,428 

          94,234 

           1,160 

          83,405 

人 件 費 

教 育 研 究 経 費 

管 理 経 費 

借 入 金 等 利 息 

資 産 処 分 差 額 

 

消 費 支 出 の 部 合 計 

       6,296,338 

       3,941,528 

         826,791 

          20,363 

         282,784 

 

      11,367,804 

雑 収 入          371,147 当 年 度 消 費 支 出 超 過 額        1,471,265 

帰 属 収 入 合 計       11,346,539 前年度繰越消費支出超過額        1,868,226 

基 本 金 組 入 額 合 計   △   1,450,000 基 本 金 取 崩 額   △     641,941 

消 費 収 入 の 部 合 計        9,896,539 翌年度繰越消費支出超過額        2,697,550 

 貸借対照表（平成24年3月31日）                                              (単位 千円) 

      負債、基本金、消費収支差額の部 

    科           目    決     算     科          目    決     算 

固     定     資      産 

流     動     資      産 

      50,357,763 

      14,621,803 

固   定   負   債 

流   動   負   債 

      4,330,570 

      2,743,122 

  負   債   の   部   合  計       7,073,692 

  基  本  金  の  部  合  計      60,603,424 

  消 費 収 支 差 額 の部合計   △  2,697,550 

資    産    の    部     合     計       64,979,566 

負債の部、基 本金の部 及び 

消 費 収 支 差 額の部 合計 

     64,979,566 

             資   産   の   部 
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「
学
園
百
周
年
記
念
館
（
仮
称
）
」
プ
レ
オ
ー
プ
ン
 

 
 

 
後
藤
淳
理
事
長
、
教
職
員
に
『
新
し
い
も
の
を
自
分
た
ち
で
 

 
 

 
創
り
出
す
と
い
う
気
構
え
で
活
用
し
て
ほ
し
い
』
と
、
強
調
 

第147号 

学 園 だ よ り 

 

 
記
念

館
は

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
 

ト
五
階

建
て

、
延

べ
床

面
積

約
 

六
千
八

百
平

方
㍍

。
建

物
は

真
 

ん
中
で

南
北

に
隔

て
る

格
好

の
 

吹
き
抜

け
を

挟
み

、
南

北
そ

れ
 

ぞ
れ
の

階
に

様
々

な
施

設
が

設
 

け
ら
れ

て
い

る
の

が
特

徴
。

 

 
一
階

部
分

に
は

、
記

念
館

の
 

メ
イ
ン

と
な

る
「

メ
モ

リ
ア

ル
 

ギ
ャ
ラ

リ
ー

」
が

入
り

ま
す

。
 

こ
こ
に

は
、

学
園

百
年

間
の

歴
 

史
に
関

わ
る

貴
重

な
品

々
、

資
 

料
等
を

展
示

。
そ

の
反

対
側

の
 

学園百周年記念館のプレオープンで学園、高校、附

属中学、建設関係者を前に挨拶する理事長 

南
側
部

分
 

一
、
二

階
 

に
は
、

も
 

の
づ
く

り
 

の
場
と

な
 

る
「
も

の
 

づ
く
り

エ
 

リ
ア
」

が
 

設
け
ら

れ
 

て
い
ま

す
。

 

 
一
階

に
は

講
演

も
出

来
る

オ
 

ー
プ
ン

ラ
ボ

を
は

じ
め

エ
レ

ク
 

ト
ロ
ニ

ク
ス

、
電

子
制

御
、

機
 

械
等
の

実
習

、
工

作
室

。
二

階
 

に
も
一

階
と

同
じ

オ
ー

プ
ン

ラ
 

ボ
の
ほ

か
、

異
な

る
実

習
等

の
 

授
業
を

同
時

に
行

な
え

る
多

目
 

的
室
や

化
学

実
験

室
、

理
科

室
 

や
音
楽

室
が

入
り

ま
す

。
 

 
三
階

か
ら

上
が

体
育

館
と

記
 

念
ホ
ー

ル
 

で
、
北

側
 

の
記
念

ホ
 

ー
ル
の

上
 

が
吹
奏

楽
 

部
パ
ー

ト
 

練
習
室

等
 

で
す
。

南
 

側
の
屋

上
 

に
は
バ

ス
 

ケ
ッ
ト

ボ
 

ー
ル
な

ど
 

も
出
来

る
 

体
育
施

設
 

が
設
け

ら
 

れ
て
い

ま
 

す
。
五

月
 

末
か
ら

六
 

月
上
旬

に
 

か
け
吹

奏
楽

部
が

取
り

壊
さ

れ
 

る
北
隣

り
の

実
習

館
（

五
、

四
 

階
建
て

）
か

ら
移

り
、

も
の

づ
 

く
り
エ

リ
ア

に
も

実
習

や
工

作
 

等
で
使

わ
れ

る
機

器
、

装
置

や
 

工
作
道

具
が

入
り

、
各

授
業

も
 

行
な
わ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
こ
れ

を
受

け
て

十
一

月
の

正
 

式
オ
ー

プ
ン

に
先

立
ち

、
プ

レ
 

オ
ー
プ

ン
 

セ
レ
モ

ニ
 

ー
が
五

月
 

十
五
日

、
 

記
念
館

一
 

階
の
オ

ー
 

プ
ン
ラ

ボ
 

で
学
園

、
 

高
校
、

附
 

属
中
学

の
 

ほ
か
建

設
 

関
係
者

が
 

出
席
し

て
 

行
な
わ

れ
 

ま
し
た

。
 

後
藤
淳

理
 

事
長
が

挨
 

拶
し
、

学
 

園
の
百

年
 

の
変
遷

に
 

触
れ
な

が
ら

、
「

学
園

の
歴

史
 

を
し
っ

か
り

と
認

識
し

、
皆

さ
 

ん
が
自

分
た

ち
で

新
し

い
も

の
 

を
創
り

出
す

と
い

う
気

構
え

で
 

記
念
館

を
活

用
し

て
ほ

し
い

」
 

と
力
説

し
ま

し
た

。
建

設
会

社
 

か
ら
各

階
の

施
設

等
の

説
明

が
 

あ
っ
た

後
、

理
事

長
、

後
藤

泰
 

之
学
長

ら
出

席
者

が
一

階
か

ら
 

順
に
各

階
を

見
学

し
ま

し
た

。
 

 
配
管

の
種

類
が

人
目

で
分

か
 

る
よ
う

カ
ラ

フ
ル

な
色

で
区

分
 

け
さ
れ

た
天

井
な

ど
随

所
に

見
 

ら
れ
る

き
 

め
細
か

い
 

工
夫
の

ほ
 

か
演
奏

環
 

境
に
配

慮
 

さ
れ
た

吹
 

奏
楽
の

パ
 

ー
ト
練

習
 

室
、
様

々
 

な
機
器

で
 

充
実
し

た
 

「
も
の

づ
く

り
エ

リ
ア

」
等

、
 

こ
れ
ま

で
の

施
設

を
大

き
く

上
 

回
る
内
容
に

出
席

者
か

ら
驚

き
 

の
声
が

上
が

っ
て

い
ま

し
た

。
 

  

 
千
種
消
防
署
が

六
月

 

二
～
三

日
、

記
念

館
の

 

建
設
で

取
り

壊
さ

れ
る

 

実
習
館

を
使

っ
て
ビ
ル

 

火
災
等

の
想
定
訓

練
を

実
施

し
 

ま
し
た

。
訓

練
は

、
学

園
が
解
 

体
中
の

実
習

館
を
訓
練

用
に

使
 

わ
せ
て

ほ
し

い
と

い
う
消
防
署
 

の
要
請

を
受

け
て

実
現

。
扉

の
 

切
断
＝

写
真

 

＝
等
の
訓
練

 

が
本
番

さ
な

 

が
ら
に
繰
り

 

広
げ
ら

れ
ま

 

し
た
。

 

 記念館(左が完

成パース図)の写

真は上右が1階

「ものづくりエ

リア」でのラジ

オ工作授業、左

が2階多目的室で

行なわれていた環境デザインの授業、中

右が3階記念ホール、左が空調等の導線

が一目で分かるカラフルな配管。下右が

3階体育館、左が2階音楽室。 

実
習
館

で
ビ

ル
 

火
災
想

定
訓

練
 

 

実習館の話題 



学 園 だ よ り 

 
本
学

の
教
員
 

が
所
属

す
る

学
 

会
等
か

ら
特
別
 

功
績
賞

、
学

会
 

賞
（
論
文
）

等
を

受
賞

し
、
本
 

学
の
声
価
を

高
め

ま
し

た
。

 

 

 
大
根
義
男
名
誉
教
授

は
六

月
 

六
日
、
国
立
京
都
国
際

会
館

で
 

開
か
れ

た
「
国
際

大
ダ
ム
会
議
 

(
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

）
」

年
次
例
会
･
 

大
会
で

日
本

人
と

し
て

三
人

目
 

と
な
る

特
別
功
績
賞
を

受
賞

し
 

ま
し
た

。
 

 
今
回

の
受
賞
理
由
は

、
大
根
 

名
誉
教

授
が

環
境

や
耐
震
性

等
 

に
優
れ

た
ダ
ム
建

設
の

施
工
法
 

等
を
確

立
、
世
界

に
広

め
た
功
 

績
等
に

よ
る

も
の

で
す

。
国
際
 

大
ダ
ム

会
議

の
開

会
式

で
、
表
 

彰
さ
れ

た
大
根
名
誉
教

授
は

夫
 

人
の
公

子
さ

ん
と
壇
上

に
上

が
 

り
、
ジ

ア
・
ジ
ン
シ
ェ

ン
総
裁
 

か
ら
メ
ダ
ル

と
盾

を
贈

ら
れ

ま
 

し
た
。

「
今
回
の

受
賞

は
、
愛
 

知
工
業

大
学

と
妻

の
お

か
げ

で
 

す
」
と

挨
拶

し
、

大
き

な
拍
手
 

を
受
け

ま
し

た
。

 

 
国
際

大
ダ
ム
会
議
は

一
九

二
 

八
年
、
ダ
ム

関
係
土
木

構
造

物
 

（
水
力
発
電

所
を
含
む

）
の

設
 

計
、
施

工
、
保
守

等
に

関
す

る
 

技
術
に
つ
い

て
委
員
会

を
設

置
 

し
、
調
査
研
究
を

行
う

こ
と

を
 

目
的
に

設
立

さ
れ

ま
し

た
。

日
 

本
は
そ

の
三

年
後

に
同

会
議

日
 

本
国
内
委
員

会
と

し
て
加
盟

し
 

た
の
が
始
ま

り
。

日
本

で
の

大
 

会
開
催

は
初

め
て

。
世
界
九

十
 

五
の
国
・
地
域
か

ら
千

五
百

人
 

を
超
え

る
技
術
者

、
研
究
者

が
 

    

          

 
医
用

工
学

を
専
門
分
野
と

す
 

る
水
野
光
国

機
械

学
科
教
授

が
 

六
月
七

日
、
札
幌
市
で
開
催

さ
 

れ
た
「
第
 
回
日
本
医
療
機

器
 

学
会
大

会
」

で
平
成
二

十
三

年
 

度
論
文
賞
を

受
賞

し
ま

し
た

。
 

 
受
賞

し
た
論
文

は
水
野
教

授
 

が
主
に

な
っ

た
「
滞
留
回
避

機
 

能
を
付
与
し

た
カ

プ
セ

ル
内
視
 

鏡
の
開
発
―
滞
留
回
避

機
構

の
 

操
縦
特
性
」

。
昨

年
八

月
の

学
 

会
誌
「
医
療

機
器

学
第

八
十

一
 

巻
第
四
号
」

に
掲
載
さ

れ
た

同
 

論
文
が

、
論
文
部
門
で
優
秀

と
 

し
て
受
賞
が
決
ま

り
ま

し
た

。
 

 
現
在

、
消

化
管
検
査

等
を

目
 

的
に
し

た
内
視
鏡
検
査

で
は

、
 

チ
ュ
ー
ブ
式
内
視
鏡
に
加
え

、
 

イ
ス
ラ

エ
ル

で
開
発
さ

れ
た
口
 

か
ら
飲

み
込

み
、
写
真
撮
影

し
 

自
然
排

出
の

で
き

る
小
型
カ

メ
 

ラ
内
臓

の
カ

プ
セ

ル
内
視
鏡

が
 

外
国
で
普
及

。
国
内
で

も
五

年
 

前
に
イ

ス
ラ

エ
ル
製
小
腸
用

カ
 

プ
セ
ル
内
視
鏡
が
承
認

さ
れ

ま
 

し
た
。

 

 
同
カ

プ
セ

ル
は

自
走

で
き

な
 

い
た
め

長
時

間
、

体
内

に
留

ま
 

る
と
バ

ッ
テ

リ
ー
切
れ

や
、
狭
 

い
所
で

は
さ

ま
り
動
け

な
く

な
 

る
ケ
ー

ス
も

あ
り

、
完
全
と

は
 

言
え
ま
せ
ん

。
そ

こ
で

、
水
野
 

教
授
は

自
走

や
滞
留
回
避
機
能
 

を
備
え

た
カ

プ
セ

ル
内
視
鏡

の
 

研
究
、
開
発

に
取

り
組

み
、

ど
 

の
方
向
へ
も

自
在

に
動

け
る

よ
 

う
に
カ

プ
セ

ル
本

体
を
前
後

二
 

分
割
し

、
そ

の
表

面
に
互
い

に
 

逆
方
向

と
な

る
ら
せ
ん

構
造

を
 

施
し
た

自
走

式
カ

プ
セ

ル
内
視
 

鏡
を
開
発
し

ま
し

た
。

同
カ

プ
 

セ
ル
だ

と
必
要
な
患
部

の
き

め
 

細
か
い
写
真
撮
影

の
他

、
自
在
 

に
動
け

る
た

め
滞
留
の
不
安

も
 

あ
り
ま
せ
ん

。
 

 

 
水
野
教
授

の
研
究
グ

ル
ー

プ
 

は
論
文

に
ま

と
め

、
日
本
医
療
 

機
器
学

会
誌

に
投
稿
。
査
読

の
 

う
え
昨

年
八

月
の

「
医
療
機

器
 

学
第
八

十
一
巻
第

四
号

」
に
掲
 

載
さ
れ

ま
し

た
。

 

 
【
写

真
は

、
日

本
医

療
機

器
 

学
会
論

文
賞

の
賞

状
を

手
に

す
 

る
水
野

教
授

】
 

出
席
し

ま
し

た
。

 

 
大
根
名
誉
教
授

は
、

中
央

大
 

工
学
部
土
木

工
学

科
卒

で
、
愛
 

知
用
水
公
団

（
現
独
立

行
政
法
 

人
水
資
源
機

構
）

を
経

て
本

学
 

工
学
部
教
授

を
長

年
務

め
ま

し
 

た
。
専
門
分
野
は
ダ
ム

工
学

、
 

地
盤
工

学
、

施
工

学
で

、
フ
ィ
 

ル
ダ
ム

の
耐
震
設
計
に

関
す

る
 

研
究
等

で
知

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 
富
士

山
の
写
真

集
自

費
出

版
 

 
ま
た

、
 

富
士
山

の
 

保
全
・
砂
 

防
事
業
推
 

進
に
関
連
 

す
る
防
衛
 

省
（
旧
防
 

衛
庁
）

の
 

技
術
委
員
 

会
の
委
員
長

を
長

年
務

め
、
富
 

士
山
を

中
心

と
し

た
自
然
美

を
 

紹
介
し

た
い

と
、

四
季
折
々

の
 

富
士
山

を
撮

り
続

け
て

い
る
小
 

長
井
正

道
氏

（
静
岡
県
職
員

）
 

の
作
品

を
編
集
し

た
「
富
士
山
 

の
四
季
・
写

真
集

」
を
今
年

五
 

月
、
自
費
出
版
し

ま
し

た
。

 

 
【
写

真
上

は
、

夫
人

の
公

子
 

さ
ん
と

国
際

大
ダ

ム
会

議
か

ら
 

贈
ら
れ

た
メ

ダ
ル

と
盾

を
手

に
 

す
る
大

根
名

誉
教

授
＝

名
古

屋
 

市
内
の

自
宅

で
。

右
は

、
「

写
 

真
集
」

】
 

愛
工
大
 

 
そ
れ

ぞ
れ

 

の
分
野

で
目

 

覚
し
い

業
績

 

や
成
果

を
挙

 

げ
た
学

園
各

 

設
置
校

の
教

 

員
、
学

生
を

 

紹
介
。

 

国
際

大
ダ

ム
会

議
で

特
別
功
績
賞
を
受
賞
 

 
大
根
義
男
・

名
誉
 

 
 

 

 
教
授
、
総
長
補
佐

 

功績賞 

等輝く 

 

日
本

医
療

機
器

学
会

賞
（
論
文
）

受
賞
 

 
 
水

野
光
国
教
授
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学 園 だ よ り 

 

 
江
上

泰
広

機
械

学
科
准
教

授
 

の
共
著
論
文

が
社
団
法

人
日
本
 

機
械
学

会
の

「
２
０
１
１
年
度
 

日
本
機

械
学

会
賞

（
論
文
）

」
 

を
受
賞

。
江

上
准
教
授

の
同
賞
 

（
論
文

）
受
賞
は

、
２
０
０
６
 

年
に
次

い
で

二
回

目
と

な
り

ま
 

す
。
 

 
日
本

機
械

学
会
賞
を

受
賞

し
 

た
共
著
論
文

は
、
江
上
准
教

授
 

を
含
む

五
人

に
よ

る
「
感
圧
塗
 

料
を
用

い
た

高
速
回
転
デ
ィ

ス
 

ク
表
面

の
圧

力
分
布
計
測
」

で
 

す
。
パ
ソ
コ

ン
等

で
広

く
利

用
 

さ
れ
て

い
る
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
 

ド
ラ
イ
ブ
は

、
高
速
で
回
転

さ
 

せ
る
と
振
動

を
誘
発
す

る
こ

と
 

が
知
ら

れ
て
お
り
ハ
ー
ド
デ
ィ
 

ス
ク
上

の
圧

力
分
布
を
計
測

す
 

る
こ
と

が
振
動
要
因
解
析
の

た
 

め
重
要

と
い

え
ま

す
。
江
上
准
 

教
授
の
グ
ル

ー
プ

は
、
デ
ィ

ス
 

ク
を
傷
つ
け
ず
表

面
上

に
感
圧
 

塗
料
と
呼
ば

れ
る

特
殊
塗
料

を
 

ス
プ
レ

ー
で
拭
き
つ
け

、
微
小
 

な
圧
力

分
布

を
計
測
す

る
こ

と
 

に
初
め

て
成
功
し

ま
し

た
。

こ
 

の
研
究
論
文

を
ま

と
め

て
一
昨
 

年
四
月

、
日
本
機

械
学

科
論
文
 

集
に
投
稿
。
論
文

は
査
読
の

う
 

え
同
年

十
一

月
発

行
の
論
文
集
 

 
巻
７
７
１
号
に
掲
載

さ
れ

ま
 

し
た
。

さ
ら

に
機

械
学

会
賞

に
 

値
す
る
優
れ

た
論
文
と

し
て
他
 

の
十
五
件
の
論
文

と
合

わ
せ

て
 

四
月
二

十
日

、
東
京
で
開
催

さ
 

れ
た
日
本
機

械
学

会
２
０
１
１
 

年
度
（
第
 
期
）
定
時

社
員
総
 

会
で
表
彰
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
【
写

真
は

、
日

本
機

械
学

会
 

賞
の
賞

状
と

メ
ダ

ル
を

手
に

す
 

る
江
上

准
教

授
】

 
 

 
 

 
 

 

 
中
川
覃
夫
経
営

学
科
教
授

が
 

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
・

日
本
信
頼
性
協

会
 

か
ら
、

「
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
技
術
功
績
 

賞
」
を

受
賞

し
ま

し
た

。
 

 
信
頼
性
・
保
全
性
理
論
は

、
 

第
二
次
世
界
戦
争

中
に
米
国

で
 

主
に
軍

用
機

の
故
障
防
止
を

目
 

的
等
に
生
ま

れ
た

理
論

で
、

人
 

間
や
機

械
を
含
む
全
て

の
も

の
 

は
い
ず

れ
故
障
す

る
こ

と
か

ら
 

前
も
っ

て
故
障
等

に
備

え
予
防
 

保
全
を

講
じ

れ
ば

、
「
丈
夫

で
 

長
持
ち

」
す

る
と

い
う

理
論

で
 

す
。
 

 
中
川
教
授

は
信
頼
性
・
保
全
 

理
論
に

い
ち
早
く
着
目

し
、

四
 

十
一
年
前
か

ら
研
究
に

取
り
組
 

ん
で
き

ま
し

た
。

中
で

も
「
信
 

頼
性
・
保
全
性
に

関
す

る
基
礎
 

数
理
に

関
す

る
研
究
・
教
育

」
 

の
研
究
テ
ー
マ
で

、
確
率
過
程
 

論
を
取

り
入

れ
た
最
適
保
全

方
 

策
の
研
究
、
計
算

機
シ

ス
テ
ム
 

の
信
頼
性
解
析
等

で
目
覚
し

い
 

成
果
を

あ
げ

、
尾
崎
俊
治
・
広
 

島
大
学
名
誉
教
授

と
と

も
に

日
 

本
の
信
頼
性
・
保
全
性

理
論
研
 

究
を
世
界
の

ト
ッ

プ
レ
ベ
ル

ま
 

で
押
し

上
げ

ま
し

た
。

ま
た

、
 

若
手
研
究
者

の
育
成
に

も
尽

力
 

し
、
大

学
や
企
業

で
活
躍
し

て
 

い
る
卒

業
生

と
「
名
古

屋
計
算
 

機
信
頼
性
研
究
会

」
を
つ
く

り
 

積
極
的

に
研
究
活
動
を

展
開

し
 

て
い
ま

す
。

こ
れ

ま
で

に
学
術
 

雑
誌
等

に
発
表
し

た
研
究
論
文
 

は
約
二

百
本

に
上

り
ま

す
。

 

こ
う
し

た
業
績
が

認
め

ら
れ

 

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
・

日
本
信
頼
性
協

会
 

の
「
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
技
術
功
績
賞

」
 

受
賞
と

な
り

ま
し

た
。

 

 
表
彰

と
受
賞
記

念
講

演
会

が
 

六
月
十

六
日

、
東
京
の
首
都

大
 

学
秋
葉
原
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ

ン
 

パ
ス
で

行
な

わ
れ

、
賞
状
授
与
 

の
後
、

記
念

講
演

を
行

な
い

ま
 

し
た
。
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

は
、

ア
メ

リ
 

カ
を
本

部
と

す
る

電
気
・
電

子
 

技
術
の

学
会

で
す

。
 

 
【
写

真
は

、
技

術
功

績
賞

を
 

手
に
す

る
中

川
教

授
】

 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
吉
村

真
晴
選
手

（
経
営
学

科
 

一
年
）

が
四

月
八

日
、

中
国
・
 

広
州
で

行
な

わ
れ

た
第

 
回

ア
 

ジ
ア
カ

ッ
プ
卓
球

大
会
男
子
シ
 

ン
グ
 

ル
ス
 

で
日
 

本
選
 

手
と
 

し
て
 

二
十
 

三
年
ぶ

り
に
決
勝

に
進

出
し

、
 

世
界
ラ

ン
キ

ン
グ
４
位

の
許
昕
 

選
手
（

中
国

）
と

対
戦

。
試
合
 

は
０
―
４
で
破
れ

、
惜

し
く

も
 

準
優
勝

で
し

た
＝

写
真

上
左

。
 

 
ま
た

、
 

男
子
は
２
 

０
１
２

日
 

本
リ
ー
グ
 

前
期
男

子
 

１
部
で
準
 

優
勝
を
果
 

た
し
ま

し
 

た
。
六

月
 

二
十
三

日
 

に
本
学
・
鉀
徳
館

で
の

ホ
ー
ム
 

マ
ッ
チ

で
リ

コ
ー

を
３
‐
１

で
 

下
し
た

＝
写

真
右

、
ダ

ブ
ル

ス
 

の
森
本

耕
平

・
吉

村
ペ

ア
＝
勢
 

い
で
、
東
京

大
会

（
六

月
二

十
 

七
日
～
七
月

一
日

）
も
強
豪

の
 

東
京
ア

ー
ト

に
１
敗
し

た
だ

け
 

で
準
優
勝
に
輝
き

ま
し

た
。

 

 
木
造
勇
人

 

選
手
（

附
中

 

一
年
）

＝
写

 

真
＝
が
七
月

十
一

日
か

ら
中
国
 

で
開
催

さ
れ

た
「

ア
ジ

ア
ジ
ュ
 

ニ
ア
＆

カ
デ

ッ
ト
卓
球
選
手
権
 

大
会
」

に
日

 

本
代
表

カ
デ

 

ッ
ト
選
手
と

 

し
て
出

場
し

 

ま
し
た

。
 

日
本

機
械

学
会

賞

（
論
文
）
受
賞
 

 
江
上
泰
広
准
教
授

 

大
学

男
子

が
日

本
リ

ー
グ

前
期
、

吉
村

選
手

が
ア

ジ

ア
カ
ッ

プ
で

各
準

優
勝

！
 

卓球部 
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◎
…
四

月
一

日
、

八
草

 

キ
ャ
ン

パ
ス

の
鉀
徳
館

 

（
講
堂
兼
体

育
館

）
で

 

行
わ
れ

、
学

部
、

大
学

 

院
あ
わ
せ
て

千
五

百
十

人
が

、
 

新
し
い

ス
タ

ー
ト

を
切

り
ま

し
 

た
。
 

 
目
を
引
い

た
の

が
観
客
席

を
 

埋
め
た
保
護

者
。

席
に
座
れ
ず
 

に
立
っ

た
ま

ま
、

式
典

を
見
守
 

る
人
も

い
ま

し
た

。
保
護
者

の
 

出
席
は

年
々

、
増
加
傾
向
に

あ
 

り
、
こ

の
ま

ま
の
勢
い
だ
と

式
 

場
内
に

入
り

き
れ

な
い

日
が

来
 

る
の
で

は
な

い
か
―
と

、
思

う
 

ほ
ど
で

す
。

 

 
式
典

は
、
恒
例

の
本

学
管
弦
 

楽
団
に

よ
る

「
祝
典
行
進
曲

」
 

の
演
奏

で
始

ま
り

、
後

藤
泰

之
 

学
長
の

「
新

入
生

の
皆

さ
ん

は
 

周
囲
の
状
況

等
に
流
さ

れ
る

こ
 

と
な
く

、
興
味
を
持
っ

て
打

ち
 

込
め
る
『
何

か
』

を
、
必
ず
ひ
 

と
つ
見
つ
け

て
く
だ
さ

い
。

す
 

で
に
持

っ
て

い
る

人
は

よ
り
確
 

か
な
も

の
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

『
創
造

と
人

間
性
』
と

い
う
教
 

育
の
テ

ー
マ

の
下

、
教
職
員

一
 

同
、
皆

さ
ん

を
全

力
で
サ
ポ

ー
 

ト
し
ま

す
」

の
力
強
い

式
辞

に
 

続
き
、

後
藤

淳
理

事
長
・
総

長
 

が
「
本

学
の
母
体

で
あ

る
学

園
 

は
一
九

一
二

年
、

大
正
元
年

に
 

名
古
屋

電
気

学
講

習
所

と
し

て
 

学
園

設
置

校
で

新
た

な
旅

立
ち

と
出
会
い
の
時
 

 
愛
知

工
業

大
学

、
愛

工
大
名

電
高

校
、
愛

工
大

附
属

中
学

校
、

愛
工

大
情
報

電
子
専
門

学
校

の
学

園
設

置
校

で
三

月
か

ら
四

月
に

か
け
、

四
季

を
通

し
最

大
の

行
事

で
あ

る
卒

業
式

、
入

学
式

が
厳

粛
か
つ
華

や
か

に
行

わ
れ

ま
し

た
。
各

校
の

特
色

に
富
む

式
典

を

紹
介
し

ま
す

。
 

愛工大 

式場を埋めた新入生と保護者 

開
設
、

間
も

な
く

設
立
許
可

を
 

得
て
名
古
屋

電
気

学
校

に
改
称
 

し
本
年

、
百

年
を
数
え

る
ま

で
 

な
り
ま

し
た

。
皆

さ
ん

も
本

日
 

か
ら
学

園
の

一
員

と
し

て
知

識
 

や
技
術

の
習
得
、
『
も

の
づ

く
 

り
の
精
神
』

を
学
び
、

大
き

く
 

成
長
し

て
く
だ
さ

い
」

と
励

ま
 

し
ま
し

た
。
最
後

に
新

入
生

の
 

宣
誓
が

あ
り

、
式

を
終

え
ま

し
 

た
。
 

入学式で新入生、保護者を前に「教職員一同、皆さんを全力でサ

ポートします」と力強く述べる後藤泰之学長 

◎
…
桜

の
花

が
咲

き
そ

 

ろ
っ
た

四
月

六
日

、
高

 

校
、
附

中
の

入
学

式
が

 

時
間
を
お
い

て
喬
徳
館

 

で
行
わ

れ
ま

し
た

。
新

 

入
生
は

、
高

校
が
普
通

 

科
、
科

学
技
術
科

、
情

 

報
科
学

科
合

わ
せ

て
五

 

百
九
十
九
人

、
附

中
が

 

百
二
十

人
。

こ
の

日
の

 

式
典
を
彩
っ

た
の

が
満

 

開
の
桜

＝
写

真
左

。
希

 

望
と
期
待
に
胸
を
膨
ら

 

ま
せ
た

新
生
徒
を

北
校

 

舎
入
り
口
で
咲
き
誇
る

 

桜
の
花

が
出
迎
え

、
祝

 

福
し
ま

し
た

。
 

 
高
校

の
入

学
式

で
は

 

佐
藤
忍

校
長

が
新

入
生

 

の
入
学
許
可
宣
言

を
行

 

な
っ
た

の
に
続
い

て
、

 

「
夢
と
希
望

を
持

ち
、

 

愛工大名電高校 愛工大附属中学校 

そ
れ
を
達
成

す
る

た
め
誠
実
・
 

勤
勉
の
姿
勢

を
持

ち
、
何
を

す
 

べ
き
か
決
断

、
実

行
し

て
い

っ
 

て
く
だ

さ
い

」
と
激
励

。
後

藤
 

淳
理
事

長
は

「
本

年
、

創
立

百
 

年
を
数

え
る

学
園

の
一
員
と

い
 

う
自
信

と
誇

り
を
持
ち
知
識
・
 

技
術
を

学
び

、
次

の
ス
テ
ッ

プ
 

に
向
け
頑
張

っ
て

く
だ

さ
い

」
 

と
挨
拶

。
最

後
に

新
入
生
代
表
 

の
遠
山
侑
里

さ
ん

が
「

校
則

を
 

守
り
、
勉
学

に
ク

ラ
ブ

活
動

に
 

精
い
っ
ぱ
い
努
力

し
ま

す
」

と
 

宣
誓
し

、
式

を
終

え
ま

し
た

。
 

 
附
中

入
学

式
で

は
佐

藤
校

長
 

の
式
辞

、
後

藤
淳

理
事

長
の

挨
 

拶
、
在

校
生
代
表

の
吉

見
栞
奈
 

さ
ん
の
歓
迎

の
言
葉
に
続
き

、
 

片
岡
莉
久
君

が
「
夢
を

実
現

す
 

る
た
め

、
日

々
努

力
し

ま
す

」
 

と
宣
誓

し
ま

し
た

。
 

 

―
華
や

か
に

入
学

式
―

 

科学技術科など合わせて599人の新入生

を迎え華やかに行なわれた高校入学式 

平成24年8月1日（12） 



 

学 園 だ よ り 

た
な
自
己
形
成
に
全
力

で
取

り
 

組
ん
で

ほ
し

い
」

と
式
辞
を
述
 

べ
ま
し

た
。

こ
の

後
、

後
藤

淳
 

理
事
長

が
「

さ
ら

に
勉

学
に
励
 

み
、
将

来
の

日
本

の
力

に
な

っ
 

て
く
だ

さ
い

」
と
励
ま

し
、
可
 

児
美
月

さ
ん

が
答
辞
を
読
み

、
 

式
典
を
終
え

ま
し

た
。

 

 
◎
…

式
は

三
月

十
五

 

日
、
豊
田
市

の
同

校
で

 

行
わ
れ

、
六

十
六

人
が

 

学
び
舎

を
巣

立
っ

て
い

 

き
ま
し

た
。

井
研
治
校

 

長
が
「

大
き

な
自
信
と
不
屈

の
 

粘
り
強

さ
を

も
ち
更
な

る
研

さ
 

ん
を
積

み
、

大
い

に
精
進
し

て
 

く
だ
さ

い
」

と
式
辞
を
述
べ

、
 

後
藤
淳

理
事

長
が

「
皆

さ
ん

は
 

本
年
、

百
周

年
を
迎
え

た
学

園
 

の
一
員

と
い

う
誇

り
を
持
っ

て
 

困
難
に

立
ち
向
か

い
、
夢
を

実
 

現
し
て

く
だ

さ
い

」
と
激
励

。
 

卒
業
生

を
代
表
し

、
岩

科
優
起
 

君
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ

学
科

）
 

が
謝
辞

を
述

べ
ま

し
た

。
 

◎
…
三

月
二

十
三

日
、

 

八
草
キ

ャ
ン

パ
ス
内
の

 

鉀
徳
館

で
行

わ
れ

ま
し

 

た
。
平
成
二

十
三

年
度

 

の
卒
業
生
は

、
工

学
部

、
経
営
 

情
報
科

学
部

、
大

学
院
修
了

者
 

で
博
士
前
期
課
程

と
博
士
後
期
 

課
程
を
修
了

し
て
論
文
審
査

に
 

合
格
、
博
士

と
な

っ
た
合
わ
せ
 

て
千
二

百
六

十
五

人
。

式
典

は
 

大
勢
の
保
護

者
、

来
賓

の
見
守
 

る
中
、

管
弦

楽
団

の
演

奏
に

よ
 

る
「
祝
典
行
進
曲

」
で
始
ま

り
 

ま
し
た

。
後

藤
泰

之
学

長
が

学
 

部
の
代
表
に
卒
業
証
書
・
学
位
 

記
等
を

授
与

し
た

後
、

「
昨

年
 

三
月
の
地
震

、
津
波
で
尊
い

人
 

命
が
失

わ
れ

、
原
発
事
故
に

よ
 

っ
て
科

学
技
術
に

対
す

る
『
安
 

全
・
安
心
』

が
大

き
く
揺
ら
ぎ
 

社
会
が

大
き

な
岐
路
に
直
面

し
 

て
い
ま

す
。

新
た

な
局

面
を
切
 

り
拓
く

た
め

に
は

、
本

学
の
教
 

育
モ
ッ

ト
ー

で
あ

る
『

創
造

と
 

人
間
性
』
が
ひ
と
つ
の
手
が

か
 

り
に
な

る
の

で
は

と
思

っ
て

い
 

ま
す
。

皆
さ

ん
も

こ
の
『
創
造
 

と
人
間
性
』

を
胸

に
研
鑽
努

力
 

を
重
ね

ら
れ

、
社

会
の
発
展

に
 

寄
与
さ

れ
る

こ
と

を
期
待
し

て
 

い
ま
す

」
と

は
な
む
け

の
言
葉
 

を
贈
り

、
後

藤
淳

理
事

長
・
総
 

長
は
「
本
年

、
創

立
百
周
年

を
 

迎
え
る
本
学

の
母

体
で

あ
る

学
 

園
は
、
本
学

な
ど

四
校

を
擁

す
 

る
工
科
系
総
合
学

園
と

し
て
発
 

展
を
続

け
て

い
ま

す
。

そ
の

歴
 

史
は
学

園
に
携
わ

っ
て

き
た

大
 

勢
の
人

に
よ

り
刻

ま
れ

て
き

ま
 

し
た
。

皆
さ

ん
も

そ
の

一
員

で
 

あ
り
今

後
、
困
難

に
直

面
し

た
 

時
、
こ

こ
で
培
っ

た
知

識
、
技
 

術
、
そ

し
て
『
も

の
づ

く
り

の
 

精
神
』

を
力

に
夢

の
実
現
に
向
 

か
っ
て
頑
張

っ
て

く
だ

さ
い

」
 

と
祝
福

し
ま

し
た

。
 

―
思
い

出
を

胸
に

詰
め

卒
業

式
―

 
愛工大 

「社会の発展に寄与でき 

る人に」と励ます学長 

「夢の実現を」と呼び

かける理事長 

な
た
を
忘
れ

な
い

」
を
熱
唱

、
 

卒
業
生

を
感
動
さ
せ
ま

し
た

。
 

 
式
は

、
喬
徳
館

で
行

わ
れ

、
 

佐
藤
校

長
が

六
百

十
九

人
に
卒
 

業
証
書

を
授
与
し

た
後

、
「

二
 

十
一
世
紀
は

皆
さ

ん
の

時
代

で
 

す
。
し

っ
か

り
実

力
を
つ
け

、
 

そ
の
分
野
で

の
リ

ー
ダ

ー
に

な
 

っ
て
く
だ
さ

い
」

と
祝
辞
を
述
 

べ
た
の

に
続

き
、

後
藤

淳
理

事
 

長
が
「

学
園

は
本

年
、

創
立

百
 

年
を
数

え
ま

す
。

皆
さ

ん
も

そ
 

の
誇
り

と
自
信
を
持
っ

て
、

そ
 

れ
ぞ
れ

の
夢

を
つ

か
ん

で
く
だ
 

さ
い
」

と
励

ま
し

ま
し

た
。
卒
 

業
生
を
代
表

し
て
梅
田

千
夏

さ
 

ん
が
、

「
私

た
ち

は
愛

工
大
名
 

電
高
の
卒
業
生
で

あ
る

こ
と

を
 

誇
り
に

、
新

し
い

一
歩

を
踏

み
 

出
し
ま

す
」

と
力
強
く
答
辞

を
 

読
み
上
げ
ま

し
た

。
 

 
◎
…
卒
業

式
は

三
月

 

十
六
日

、
喬
徳
館

で
行

 

わ
れ
、
佐
藤

校
長

が
百

四
十

一
 

人
に
卒

業
証
書
を

授
与

し
「

新
 

 
◎
…

そ
れ

は
卒

業
式

が
閉
幕
 

し
た
時

で
し

た
。
壇
上

に
森
野
 

香
穂
生
徒
会

長
が

上
が

り
「
お
 

世
話
に

な
っ

た
先
輩
に
感
謝

と
 

激
励
の

気
持

ち
を

こ
め

て
、
だ
 

め
も
と

で
お
願
い

し
た
劇
団

四
 

季
の
主
役
キ

ャ
ス

ト
が
歌
を
披
 

露
し
ま

す
」

と
挨

拶
。
再
び
幕
 

が
開
い

て
、

新
名
古
屋
ミ
ュ

ー
 

ジ
カ
ル
劇
場

で
公

演
中

の
ミ
ュ
 

ー
ジ
カ

ル
「
ウ
ィ
キ
ッ
ド
」

の
 

主
役
キ

ャ
ス

ト
、
良
い
魔
女
・
 

グ
リ
ン
ダ
役

の
山
本
貴
永
さ

ん
 

と
悪
い
魔
女
・
エ

ル
フ
ァ
バ
役
 

の
岡
村
美
南

さ
ん

の
二

人
が
登
 

場
。
ア

メ
リ

カ
で
今
や
卒
業
ソ
 

ン
グ
で
知
ら

れ
る
劇
中
歌
「

あ
 

 
三
月

一
日

の
卒

業
 

式
当
日

、
後

輩
か

ら
 

の
“
サ

プ
ラ

イ
ズ

”
 

の
贈
り

物
が

あ
り

、
 

卒
業
生

に
と

り
忘

れ
 

ら
れ
な

い
思

い
出

の
 

日
と
な

り
ま

し
た

。
 

愛工大名電高校 

「ウ ィ キ ッ ド」の 主 役

キャストが劇中歌を披露 

愛工大附属中学校 

愛工大情報電子専門学校 

式辞を述べる佐藤校長 

式辞を述べる井校長 
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学 園 だ よ り 

 
編
集

後
記
 

 
“
学

園
百
周
年

イ
ヤ

ー
”

に
 

ふ
さ
わ

し
く

大
学

な
ど

各
設

置
 

校
の
教
員
、

ク
ラ
ブ
等

の
活
躍
 

が
目
立

ち
ま

す
▼
普
段

、
耳

に
 

し
な
い
研
究

等
で

の
功
績
が

認
 

め
ら
れ

た
教
員
ら

も
少

な
く

あ
 

り
ま
せ

ん
▼

「
こ

の
道

一
筋

」
 

で
取
り

上
げ

ま
し

た
大
根
義
男
 

名
誉
教

授
・
総
長
補
佐

の
国
際
 

大
ダ
ム

会
議

か
ら

の
特
別
功
績
 

賞
授
与

な
ど

で
す
▼
受
賞
理
由
 

の
多
く

は
、

長
年

に
わ

た
る
研
 

究
成
果

が
広

く
認

め
ら

れ
た

と
 

あ
り
ま

す
▼

一
口

に
長

年
と

い
 

っ
て
も
半
世
紀
近

く
に
及
ぶ
研
 

究
も
あ

り
、
頭
が
下
が

り
ま

す
 

▼
学
園

も
百

年
の

積
み

重
ね

を
 

経
て
、
今
が

あ
り

ま
す
▼
そ

の
 

労
苦
に

対
し
表
彰

さ
れ

て
も
お
 

か
し
く

あ
り

ま
せ

ん
▼

か
つ

て
 

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が

記
者

会
 

見
で
、

そ
れ

ぞ
れ

に
お
点
を
つ
 

け
る
と

し
た

ら
の
問
い

か
け

に
 

「
努
力
賞
を

」
「
お
点

で
な

く
 

感
謝
状

を
」

と
、

ほ
の
ぼ
の

と
 

す
る
お
答
え

を
し

た
こ

と
を
覚
 

え
て
い

ま
す
▼
私

も
「
今
の

学
 

園
に
差

し
上
げ
る

と
し

た
ら
何
 

の
賞
状

を
」

と
問

わ
れ

た
ら

、
 

「
人
づ

く
り

大
賞

」
と
迷
わ
ず
 

答
え
る

で
し
ょ
う

。
 

（
久

）
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総
会

で
は
神
尾
隆
会

長
、
名
 

誉
会
長

の
後

藤
淳

理
事

長
の

挨
 

拶
に
続

き
、
総
会
前
に
開
か

れ
 

た
理
事

会
で
承
認

さ
れ

た
平
成
 

二
十
四

年
度

事
業
計
画

、
予
算
 

及
び
役
員
改
選
等

の
報
告
が

あ
 

り
ま
し

た
。
役
員
改
選

で
副

会
 

長
の
寺
田
修

、
理

事
の
堀
篭
登
 

喜
雄
、
村
瀬
洋
、
顧
問

の
箕
浦
 

宗
吉
の

四
氏

が
転
任
等

で
退
任
 

し
新
た

に
副

会
長

に
浪
岡
滋

、
 

理
事
に
鈴
木
利
幸

、
渡
辺
修

、
 

川
脇
喜
久
雄

、
後

藤
尚

之
の

五
 

氏
が
選
任
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
講
演

会
で

は
、

中
部

電
力

の
 

水
野
明
久
代
表
取
締
役

社
長

が
 

「
電
気

事
業

の
歴

史
と

こ
れ

か
 

ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー

の
あ

り
方

」
 

と
題
し

て
講

演
。
冒
頭

、
学

園
 

に
触
れ

「
こ

れ
ま

で
企

業
の
第
 

一
線
で

活
躍

す
る

人
材

を
数

多
 

く
輩
出

し
、

中
部
地
方

、
ひ

い
 

て
は
日
本
の
発
展

に
大

き
く
貢
 

献
し
た

き
た

こ
と

に
深

く
敬
意
 

を
表
し

ま
す

」
と

場
を
盛
り

上
 

げ
た
後

、
電

気
事

業
が
過
去

か
 

ら
現
在

に
至

る
中

で
ど

の
よ

う
 

な
課
題

を
か
せ
ら

れ
、

そ
れ

に
 

ど
う
取

り
組

ん
で

き
た

か
を

、
 

ス
ラ
イ
ド
を

使
っ

て
説

明
。
現
 

在
、
停
止
中

の
浜
岡
原

子
力
発
 

電
所
（
静
岡
県
）

の
安
全
対
策
 

の
構
築

も
含

め
て

、
注

目
さ

れ
 

る
今
年
夏
の

電
力
需
給
予
測

に
 

つ
い
て

中
電

の
見
通
し

等
を

分
 

か
り
や

す
く
話
し

ま
し

た
。

 

 
 

 
学
園

の
後
援

組
織
・

学
 

校
法
人

名
古
屋

電
気
学

園
 

愛
名
会

は
五
月

十
一
日

、
 

名
古
屋

市
中
区

の
名
古

屋
 

東
急

ホ
テ
ル
で

平
成
二

十
 

四
年
度

総
会
・

講
演
会

を
 

開
催

。
講
演
は

昨
年
の

東
 

日
本
大

震
災
以

降
、
注

目
 

を
集

め
て
い
る

電
力
事

情
 

に
つ
い

て
中
部

電
力
社

長
 

が
語

り
ま
し
た

。
 

 

今夏の電力需給予測

などを分かりやすく

話す水野中電社長 

大勢の会員が出席し、盛り上がった愛名会総会 

 愛工大名電高野球部は3月21日に甲子園球場で開 

幕した｢第84回選抜高校野球大会」に7年ぶり9回目 

の出場を果たし、熱戦を展開。1､2回戦は順当に勝 

ち進み､準決勝進出をかけた試合で昨秋の神宮大会 

決勝と同じ光星学院（青森）と対戦｡試合は2－5で 

破れ、リベンジとはなりませんでした。アルプス応援席には毎試 

合、生徒、教職員、ＯＢらが詰めかけ応援を繰り広げました＝写 

真右。生徒の応援団に対し全国制覇を成し遂げた前回の平成17年に続いて「応援団賞・優秀賞」 

に輝き、野球部の甲子園出場に花を添えました。 

 

 東日本大震災から間もなく1年となる3月8日､名古屋市東区のオア 

シス21｢銀河の広場｣で福島県の子どもらを励まそうと開かれた「復 

興のこいのぼりin名古屋」に出演 

しました。長久手市在住の書家が、福島の子どもらを応援する 

象徴として名古屋市内の子どもの作った千匹の“こいのぼり” 

を披露する目的で開催。趣旨に賛同した吹奏楽部が「自分たち 

のできることで」と演奏を買って出ました。伊藤宏樹顧問の指 

揮で、部員が応援メッセージにふさわしい元気いっぱいの曲目 

を次々に演奏、観客から大きな拍手を受けました＝写真左。後 

藤淳理事長も駆けつけ激励の寄せ書きに参加していました。 

 球  春 
春のセンバツ 

  涙呑む 

福島の子どもにエール 

 ー名電高吹奏楽部ー 


